
つ
さ
い
あ
ご
の
年
新

み

ち

り
の

11

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
災
害
活
動
支
援
隊
の
運
営
や
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

機
能
別
消
防
団
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
「
大
阪
市
消
防
局
災
害
活
動
支
援
隊
」
は
、

現
在
６
７
１
名
の
大
阪
市
消
防
局
Ｏ
Ｂ
職
員
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
府
内
有
数
の
規
模
を

持
つ
消
防
団
組
織
と
し
て
大
規
模
災
害
発
生
時

に
大
阪
市
消
防
局
と
協
働
し
て
災
害
活
動
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
１
月
１
日

に
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」、９
月
に
は
「
令

和
６
年
奥
能
登
豪
雨
」
が
発
生
し
北
陸
地
方
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
改
め
て
災
害
の
脅

威
を
認
識
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
で
は
、
地
元
消
防
団
は
発
災

直
後
か
ら
住
民
へ
の
避
難
の
呼
び
か
け
、
消
防

隊
と
連
携
し
た
消
火
活
動
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の

救
助
活
動
や
傷
病
者
搬
送
の
ほ
か
、
避
難
所
の

運
営
支
援
、
夜
間
の
見
回
り
活
動
な
ど
、
自
ら

も
被
災
し
な
が
ら
地
域
住
民
の
命
と
安
全
を
守

る
べ
く
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
懸
命

か
つ
献
身
的
な
活
動
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
す
。

道
路
が
寸
断
さ
れ
関
係
機
関
に
よ
る
支
援
が

困
難
を
極
め
る
中
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団

が
地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
非
常
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
全
国
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
、
消
防
団
の
活
動
の
重
要

性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
阪
市
消
防
局
災
害
活
動
支
援
隊
と
し
ま
し

て
も
、
活
動
能
力
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
よ

り
一
層
推
進
し
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
迅
速

か
つ
的
確
な
活
動
が
行
え
る
よ
う
万
全
の
体
制

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
本
年
４
月
13
日
か
ら
は
此
花
区
の
夢

洲
に
お
い
て
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
開
催
期
間
に
は
約
２
，８
２
０
万
人
の

来
場
者
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
市
を
訪
れ

る
国
内
外
の
方
が
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
た
め

の
「
災
害
に
強
い
ま
ち
・
安
全
な
都
市
」
づ
く

り
に
、
災
害
活
動
支
援
隊
は
大
阪
市
消
防
局
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

明
る
く
実
り
多
い
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

鈴
木 

三
千
紀

大
阪
市
消
防
局
災
害
活
動
支
援
隊
長

10

◎火災概況

◎救急概況 ◎火災・救急以外の消防活動概況

11月中件数 1

12

17

▲5

全焼
2

18

17

1

半焼
14

155

127

28

部分焼
25

339

343

▲4

42

524

504                     

20

ぼや
建物火災 小計

20,166

242,090

239,047

3,043

救急出場

4

40

40

0

車両

0 

1 

1

0

船舶

0

2 

3 

▲1

爆発

12

84

101

▲17

その他

58

651

649                    

2

合計

令和6年
11月末累計
令和5年
11月末累計

累計比較

11月中件数
 （概数）
令和6年
11月末累計
令和5年
11月末累計

累計比較

4,212

4,011

201

救助活動

1,209

1,375

▲166

危害排除

3

10

▲7

1,070

1,136

▲66

水防活動

令和6年
11月末累計

令和5年
11月末累計

累計比較

その他の
消防活動

1
01：年頭にあたって

02：新年特集「これが私たちのＳＤＧｓ2025」
　　大阪市消防局各課所

03：大阪市内25消防署

07：大阪府内各消防（局）本部

10：コンテンツ／災害概況

11：災害活動支援隊長あいさつ

12：特集　阪神・淡路大震災から30年

14：地域防災の輪、ひろがっています

15：2025年大阪・関西万博

16：ケイボウタイムズ

18：コマンドアイ

20：救急いろは

22：派遣者に聞きました！!

24：実録!!調査鑑識

26：We are Rookies！

28：大阪の消防NEWS

30：Just Do It！

32：落語DE火の用心

33：自衛消防隊紹介／女性防火クラブだより

34： 現場に活かす！救急救命士国家試験問題

35：消防漢字ガール

36：【職務】特定小規模施設用自動火災報知設備の設置
　　及び維持に関する技術上の基準の改正について

38：救急安心センターおおさかだより／
　　今月の推しの一枚

39：健康ダイアリー

40：アニマル環状線／編集後記

表紙：消防出初式会場に昇る朝日
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■
安
全
管
理

築
年
数
が
古
い
焼
損
棟
は
、
瓦
葺
屋

根
等
が
焼
け
落
ち
、
軒
先
の
崩
落
危
険

等
の
多
数
の
危
険
箇
所
が
点
在
し
た
。

長
時
間
の
活
動
に
よ
り
疲
労
が
見
え
る

中
、
崩
落
等
に
よ
る
職
員
負
傷
が
発
生

す
る
こ
と
も
十
分
あ
り
得
る
状
況
で

あ
っ
た
が
、
指
揮
本
部
長
は
、
早
期
に

火
元
建
物
の
主
要
構
造
部
を
把
握
し
、

崩
落
等
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
安
全
管
理
隊
、
指
揮
班
と
情
報
共

有
し
、
連
携
を
密
に
し
て
各
隊
へ
危
険

箇
所
や
危
害
防
止
の
周
知
を
積
極
的
に

行
い
、
天
井
の
た
わ
み
や
外
壁
の
状
況

な
ど
か
ら
、
進
入
統
制
を
実
施
す
る
な

■
火
災
概
要

覚
知
日
時
　
11
時
57
分

第
一
出
場
　
11
時
58
分

第
二
出
場
　
11
時
59
分

包
囲
体
制
完
了
時
刻
　
12 
時
23 
分

鎮
圧
時
刻
　
13
時
17 
分

鎮
火
時
刻
　
15
時
41
分

焼
損
状
況

　
焼
損
棟
①
　
木
造
ト
タ
ン
葺
モ
ル
タ

ル
塗
一
部
ト
タ
ン
張
２

階
建
１
棟
１
倉
庫
１
住

宅
（
建
１
１
６
㎡
　
延

１
７
２
㎡
）
の
う
ち
１

階
32
㎡
及
び
１
階
小
屋

裏
28
㎡
焼
損

　
焼
損
棟
②
　
木
造
瓦
葺
モ
ル
タ
ル
塗

２
階
建
空
家
（
建
60
㎡ 

延
１
２
０
㎡
）
の
う
ち
、

２
階
40
㎡
焼
損

負 

傷 

者
　
な
し

出 

場 

隊
　
消
防
車
両
33 

台 

ヘ
リ
１
機

■
活
動
内
容

「
火
災
指
令
、〇
〇
管
内
地
域
計
画
Ｙ・

Ａ
水
利（
密
集
地
域
水
利
指
定
計
画
地

域
）適
用
火
災
、
平
家
建
倉
庫
出
火
、
高

所
カ
メ
ラ
情
報
白
煙
有
り
、
本
部
判
断

第
二
出
場
指
令
・・・
」

大
消
本
部
か
ら
の
一
斉
無
線
に
よ
り

出
場
各
隊
に
緊
張
感
が
漂
う
中
、
先
着

隊
の「
黒
煙
あ
り
、
20
㎡
燃
焼
中
」の
無

線
が
入
っ
た
。

先
着
隊
到
着
時
、
１
棟
１
倉
庫
１
住

宅
の
倉
庫
か
ら
黒
煙
が
噴
出
し
隣
接
建

物
へ
延
焼
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

延
焼
危
険
方
向
は
東
を
除
く
３
方
向
の

面
火
災
で
あ
っ
た
。
直
近
隊
、
中
継
隊

は
現
場
到
着
後
、
早
期
に
延
焼
危
険
方

向
側
か
ら
の
筒
先
配
備
を
展
開
し
、
各

方
面
指
定
隊
は
密
集
地
域
で
道
路
狭
隘

で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
指
定
消
火

栓
へ
部
署
完
了
し
、
事
前
任
務
ど
お
り

の
筒
先
配
備
を
実
施
し
た
。

指
揮
本
部
長
は
現
場
到
着
後
、
延
焼

危
険
方
向
、
火
元
の
要
救
助
者
と
行
方

不
明
者
の
有
無
を
確
認
し
大
消
本
部
へ

即
報
し
た
。

そ
の
後
、
第
１
指
揮
班
及
び
第
２
指

揮
班
が
ほ
ぼ
同
着
で
指
揮
本
部
へ
到
着

し
、
指
揮
本
部
長
は
、
火
災
現
場
の
状

況
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、
第
１
指

揮
班
長
へ
北
側
の
指
揮
及
び
東
側
の
安

全
管
理
、
第
２
指
揮
班
長
へ
は
西
側
の

局
面
指
揮
を
命
じ
た
。

第
１
、
第
２
指
揮
班
は
受
命
し
た
各

方
面
の
燃
焼
状
況
や
筒
先
必
要
数
の
把

握
に
努
め
、
活
動
危
険
の
予
測
、
消
火

隊
の
筒
先
配
備
等
を
適
切
に
行
い
、
指

揮
本
部
と
活
動
方
針
の
共
有
を
実
施
し
、

早
期
に
包
囲
体
制
を
完
了
し
た
。

あ
る
。

災
害
現
場
、
特
に
火
災
現
場
は
刻
一

刻
と
状
況
が
変
わ
り
、
消
防
隊
は
何
を

優
先
す
る
か
の
決
断
を
常
に
求
め
ら
れ

る
。
現
場
状
況
を
適
切
に
判
断
し
、「
燃

焼
状
況
に
対
し
て
筒
先
数
が
足
り
て
い

る
の
か
、
延
焼
を
食
い
止
め
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
、
活
動
危
険
は
ど

こ
な
の
か
」、
火
災
現
場
で
の
指
揮
班
の

任
務
は
こ
の
確
認
と
判
断
の
繰
り
返
し

で
あ
る
。
今
回
は
時
期
を
逸
す
る
こ
と

な
く
適
切
な
対
応
が
取
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
被
害
拡
大
防
止
に
繋
が
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
お
わ
り
に

　
本
事
案
は
、
指
揮
本
部
長
と
指
揮
班

と
の
連
携
、
部
隊
管
理
に
よ
り
、
効
果

的
な
活
動
が
展
開
で
き
て
い
た
。
本
事

案
の
よ
う
に
災
害
状
況
に
応
じ
た
現
場

観
察
、
適
切
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に

常
日
頃
か
ら
知
識
の
幅
を
広
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。 

　
災
害
現
場
に
同
じ
も
の
は
２
つ
と
な

い
が
、
我
々
プ
ロ
の
消
防
職
員
は
、
ど

の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
市
民

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
こ
と
を
大
前
提
に
、
誰
ひ
と
り
職
員

負
傷
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
日
頃
か
ら

高
い
意
識
で
、
困
難
な
災
害
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ど
二
次
災
害
防
止
措
置
を
行
っ
た
。

ま
た
、
発
生
時
間
帯
が
厳
暑
時
期
の

昼
間
帯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
指
揮

者
が
活
動
隊
員
の
一
定
時
間
の
休
憩
、

パ
ネ
ル
水
槽
へ
の
入
水
や
こ
ま
め
な
水

分
補
給
を
促
し
、
熱
中
症
対
策
を
講
じ

る
等
、
体
調
管
理
に
注
力
し
、
危
害
防

止
に
努
め
、
結
果
的
に
一
人
も
負
傷
者

を
出
す
こ
と
な
く
、
鎮
火
に
至
っ
て
い

る
。

■
活
動
を
振
り
返
っ
て

今
回
紹
介
し
た
火
災
事
案
は
火
元
周

辺
に
３
方
向
の
延
焼
危
険
が
あ
り
、
密

集
地
域
で
地
理
的
条
件
の
悪
い
場
所
で

は
あ
っ
た
が
、
直
近
隊
、
中
継
隊
は
延

焼
危
険
側
へ
そ
れ
ぞ
れ
筒
先
配
備
が
完

了
し
、
各
方
面
指
定
隊
も
事
前
任
務
を

忠
実
に
遂
行
し
適
切
に
筒
先
配
備
が
で

き
て
い
る
。
こ
の
円
滑
な
防
ぎ
ょ
活
動

を
行
え
た
背
景
に
は
、
各
小
隊
長
の
判

断
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
指
揮
本
部
長

及
び
各
指
揮
班
の
的
確
な
指
揮
が
あ
っ

た
と
思
料
さ
れ
る
。
ま
た
主
要
構
造
部

が
強
い
焼
き
で
、
軒
先
の
崩
落
等
が
発

生
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
人
的
被
害
も
な

く
、
暑
さ
厳
し
い
夏
場
の
昼
間
帯
の
火

災
で
あ
り
、
熱
中
症
を
引
き
起
こ
し
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
下
で
誰
一
人
と

し
て
体
調
不
良
を
訴
え
る
隊
員
が
発
生

す
る
こ
と
な
く
活
動
で
き
た
の
は
、
各

指
揮
者
の
綿
密
な
部
隊
管
理
の
賜
物
で

防御図 コ
マ
ン
ド
ア
イ

様
々
な
事
案
か
ら
災
害
活
動
を
振
り
返
る
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■
安
全
管
理

築
年
数
が
古
い
焼
損
棟
は
、
瓦
葺
屋

根
等
が
焼
け
落
ち
、
軒
先
の
崩
落
危
険

等
の
多
数
の
危
険
箇
所
が
点
在
し
た
。

長
時
間
の
活
動
に
よ
り
疲
労
が
見
え
る

中
、
崩
落
等
に
よ
る
職
員
負
傷
が
発
生

す
る
こ
と
も
十
分
あ
り
得
る
状
況
で

あ
っ
た
が
、
指
揮
本
部
長
は
、
早
期
に

火
元
建
物
の
主
要
構
造
部
を
把
握
し
、

崩
落
等
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
安
全
管
理
隊
、
指
揮
班
と
情
報
共

有
し
、
連
携
を
密
に
し
て
各
隊
へ
危
険

箇
所
や
危
害
防
止
の
周
知
を
積
極
的
に

行
い
、
天
井
の
た
わ
み
や
外
壁
の
状
況

な
ど
か
ら
、
進
入
統
制
を
実
施
す
る
な

東
方
面
隊

火
災
現
場
に
お
け
る
指
揮
者
の
連
携
に
つ
い
て

■
は
じ
め
に

当
局
で
は
、
平
成
22 

年
に
「
指
揮
本

部
要
員
の
強
化
、
局
面
指
揮
体
制
の
早

期
確
保
及
び
安
全
管
理
体
制
の
強
化
」

を
目
的
と
し
、「
指
揮
班
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
で
14
年
の
年
月
が
経
ち
、

今
で
は
こ
の
指
揮
班
の
存
在
は
統
制
の

取
れ
た
部
隊
活
動
に
必
要
不
可
欠
と
い

う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
初
夏
の
昼
間
帯
に
発
生
し
た
、

密
集
地
域
水
利
指
定
計
画
地
域
に
お
い

て
、
木
造
ト
タ
ン
葺
モ
ル
タ
ル
塗
一
部

ト
タ
ン
張
２
階
建
１
棟
１
倉
庫
１
住
宅

の
３
方
向
に
延
焼
危
険
が
あ
る
面
火
災

に
お
い
て
、
指
揮
本
部
長
と
指
揮
班
と

の
終
始
適
切
な
現
場
判
断
と
安
全
管
理

の
徹
底
に
よ
り
、
モ
ル
タ
ル
壁
の
崩
落

等
が
あ
っ
た
も
の
の
負
傷
者
を
出
す
こ

と
な
く
火
災
を
制
圧
し
た
、
ま
さ
に
指

揮
体
制
の
早
期
確
立
と
安
全
管
理
体
制

の
強
化
が
実
を
結
ん
だ
と
言
え
る
事
案

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
火
災
概
要

覚
知
日
時
　
11
時
57
分

第
一
出
場
　
11
時
58
分

第
二
出
場
　
11
時
59
分

包
囲
体
制
完
了
時
刻
　
12 
時
23 
分

鎮
圧
時
刻
　
13
時
17 
分

鎮
火
時
刻
　
15
時
41
分

焼
損
状
況

　
焼
損
棟
①
　
木
造
ト
タ
ン
葺
モ
ル
タ

ル
塗
一
部
ト
タ
ン
張
２

階
建
１
棟
１
倉
庫
１
住

宅
（
建
１
１
６
㎡
　
延

１
７
２
㎡
）
の
う
ち
１

階
32
㎡
及
び
１
階
小
屋

裏
28
㎡
焼
損

　
焼
損
棟
②
　
木
造
瓦
葺
モ
ル
タ
ル
塗

２
階
建
空
家
（
建
60
㎡ 

延
１
２
０
㎡
）
の
う
ち
、

２
階
40
㎡
焼
損

負 

傷 

者
　
な
し

出 

場 

隊
　
消
防
車
両
33 

台 

ヘ
リ
１
機

■
活
動
内
容

「
火
災
指
令
、〇
〇
管
内
地
域
計
画
Ｙ・

Ａ
水
利（
密
集
地
域
水
利
指
定
計
画
地

域
）適
用
火
災
、
平
家
建
倉
庫
出
火
、
高

所
カ
メ
ラ
情
報
白
煙
有
り
、
本
部
判
断

第
二
出
場
指
令
・・・
」

大
消
本
部
か
ら
の
一
斉
無
線
に
よ
り

出
場
各
隊
に
緊
張
感
が
漂
う
中
、
先
着

隊
の「
黒
煙
あ
り
、
20
㎡
燃
焼
中
」の
無

線
が
入
っ
た
。

先
着
隊
到
着
時
、
１
棟
１
倉
庫
１
住

宅
の
倉
庫
か
ら
黒
煙
が
噴
出
し
隣
接
建

物
へ
延
焼
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

延
焼
危
険
方
向
は
東
を
除
く
３
方
向
の

面
火
災
で
あ
っ
た
。
直
近
隊
、
中
継
隊

は
現
場
到
着
後
、
早
期
に
延
焼
危
険
方

向
側
か
ら
の
筒
先
配
備
を
展
開
し
、
各

方
面
指
定
隊
は
密
集
地
域
で
道
路
狭
隘

で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
指
定
消
火

栓
へ
部
署
完
了
し
、
事
前
任
務
ど
お
り

の
筒
先
配
備
を
実
施
し
た
。

指
揮
本
部
長
は
現
場
到
着
後
、
延
焼

危
険
方
向
、
火
元
の
要
救
助
者
と
行
方

不
明
者
の
有
無
を
確
認
し
大
消
本
部
へ

即
報
し
た
。

そ
の
後
、
第
１
指
揮
班
及
び
第
２
指

揮
班
が
ほ
ぼ
同
着
で
指
揮
本
部
へ
到
着

し
、
指
揮
本
部
長
は
、
火
災
現
場
の
状

況
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、
第
１
指

揮
班
長
へ
北
側
の
指
揮
及
び
東
側
の
安

全
管
理
、
第
２
指
揮
班
長
へ
は
西
側
の

局
面
指
揮
を
命
じ
た
。

第
１
、
第
２
指
揮
班
は
受
命
し
た
各

方
面
の
燃
焼
状
況
や
筒
先
必
要
数
の
把

握
に
努
め
、
活
動
危
険
の
予
測
、
消
火

隊
の
筒
先
配
備
等
を
適
切
に
行
い
、
指

揮
本
部
と
活
動
方
針
の
共
有
を
実
施
し
、

早
期
に
包
囲
体
制
を
完
了
し
た
。

あ
る
。

災
害
現
場
、
特
に
火
災
現
場
は
刻
一

刻
と
状
況
が
変
わ
り
、
消
防
隊
は
何
を

優
先
す
る
か
の
決
断
を
常
に
求
め
ら
れ

る
。
現
場
状
況
を
適
切
に
判
断
し
、「
燃

焼
状
況
に
対
し
て
筒
先
数
が
足
り
て
い

る
の
か
、
延
焼
を
食
い
止
め
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
、
活
動
危
険
は
ど

こ
な
の
か
」、
火
災
現
場
で
の
指
揮
班
の

任
務
は
こ
の
確
認
と
判
断
の
繰
り
返
し

で
あ
る
。
今
回
は
時
期
を
逸
す
る
こ
と

な
く
適
切
な
対
応
が
取
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
被
害
拡
大
防
止
に
繋
が
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
お
わ
り
に

　
本
事
案
は
、
指
揮
本
部
長
と
指
揮
班

と
の
連
携
、
部
隊
管
理
に
よ
り
、
効
果

的
な
活
動
が
展
開
で
き
て
い
た
。
本
事

案
の
よ
う
に
災
害
状
況
に
応
じ
た
現
場

観
察
、
適
切
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に

常
日
頃
か
ら
知
識
の
幅
を
広
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。 

　
災
害
現
場
に
同
じ
も
の
は
２
つ
と
な

い
が
、
我
々
プ
ロ
の
消
防
職
員
は
、
ど

の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
市
民

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
こ
と
を
大
前
提
に
、
誰
ひ
と
り
職
員

負
傷
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
日
頃
か
ら

高
い
意
識
で
、
困
難
な
災
害
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ど
二
次
災
害
防
止
措
置
を
行
っ
た
。

ま
た
、
発
生
時
間
帯
が
厳
暑
時
期
の

昼
間
帯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
指
揮

者
が
活
動
隊
員
の
一
定
時
間
の
休
憩
、

パ
ネ
ル
水
槽
へ
の
入
水
や
こ
ま
め
な
水

分
補
給
を
促
し
、
熱
中
症
対
策
を
講
じ

る
等
、
体
調
管
理
に
注
力
し
、
危
害
防

止
に
努
め
、
結
果
的
に
一
人
も
負
傷
者

を
出
す
こ
と
な
く
、
鎮
火
に
至
っ
て
い

る
。

■
活
動
を
振
り
返
っ
て

今
回
紹
介
し
た
火
災
事
案
は
火
元
周

辺
に
３
方
向
の
延
焼
危
険
が
あ
り
、
密

集
地
域
で
地
理
的
条
件
の
悪
い
場
所
で

は
あ
っ
た
が
、
直
近
隊
、
中
継
隊
は
延

焼
危
険
側
へ
そ
れ
ぞ
れ
筒
先
配
備
が
完

了
し
、
各
方
面
指
定
隊
も
事
前
任
務
を

忠
実
に
遂
行
し
適
切
に
筒
先
配
備
が
で

き
て
い
る
。
こ
の
円
滑
な
防
ぎ
ょ
活
動

を
行
え
た
背
景
に
は
、
各
小
隊
長
の
判

断
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
指
揮
本
部
長

及
び
各
指
揮
班
の
的
確
な
指
揮
が
あ
っ

た
と
思
料
さ
れ
る
。
ま
た
主
要
構
造
部

が
強
い
焼
き
で
、
軒
先
の
崩
落
等
が
発

生
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
人
的
被
害
も
な

く
、
暑
さ
厳
し
い
夏
場
の
昼
間
帯
の
火

災
で
あ
り
、
熱
中
症
を
引
き
起
こ
し
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
下
で
誰
一
人
と

し
て
体
調
不
良
を
訴
え
る
隊
員
が
発
生

す
る
こ
と
な
く
活
動
で
き
た
の
は
、
各

指
揮
者
の
綿
密
な
部
隊
管
理
の
賜
物
で
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